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会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
六

年
の
新
春
を
、
す
こ
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
十
一
月
八
日
、

九
日
の
両
日
、
五
十
二
回
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
秋
田
市
の

「
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
」

に
お
い
て
全
国
か
ら
約
千
三
百

名
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
式
典
に
お

い
て
、
全
老
連
会
長
か
ら
育
成

功
労
者
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
、

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
永

年
勤
続
の
各
表
彰
を
受
彰
さ
れ

ま
し
た
皆
さ
ん
の
、
老
人
ク
ラ

ブ
へ
の
尽
力
や
地
域
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
感
謝
し
、
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
発
展
に

な
お
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
お
い

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
確
認
さ
れ
て
四
年
に
な
り

ま
す
が
、
昨
年
三
月
の
マ
ス
ク

着
用
自
主
判
断
に
始
ま
り
、
感

染
予
防
の
規
制
が
解
除
さ
れ
、

ま
た
五
月
に
は
、
感
染
症
の
分

類
が
二
類
か
ら
五
類
へ
と
変
更

に
な
り
、
社
会
経
済
活
動
も

徐
々
に
回
復
に
向
か
い
、
十
一

月
の
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
各

地
の
行
楽
地
は
七
、八
割
が
海

外
か
ら
の
観
光
客
で
賑
わ
い
、

ま
る
で
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
か

と
思
え
る
よ
う
な
混
雑
ぶ
り
で

し
た
。
し
か
し
、
四
年
ぶ
り
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流

行
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
感
染
予
防
に
留
意
し
活

動
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

定
年
延
長
、
生
涯
現
役
な
ど

働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
若
手

高
齢
者
の
未
加
入
等
も
あ
っ

て
、
会
員
の
年
齢
も
八
十
歳
前

後
と
高
齢
化
し
て
い
ま
す
が
、

人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
言
わ
れ

る
今
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
と
知

識
、
行
政
の
理
解
と
支
援
の
も

と
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
、
仲
間
は

も
と
よ
り
、
諸
団
体
と
も
協
力

し
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
が
で
き
る
「
共
生

社
会
」
の
実
現
を
担
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
年
も
解
散
や
退
会
ク
ラ
ブ
の

発
生
防
止
、
活
動
基
盤
の
強
化

と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

（
一
財
）滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

松
田
　
輝
男

創造と連帯のシンボル

老人クラブ会員章老人クラブ会員章老人クラブ会員章

　会員や関係者の皆様への情報の伝達や交流などに役立てて
いただくために、ホームページを開設しています。

スマホもＯＫ
県老ク連のホーム
ページのQRコード

ホームページは
ＱＲコードか
「shigarou」
で検索できます。

　11 月 22 日㈬、栗東芸術文化会館さきらにおいて
第 62 回滋賀県老人クラブ大会を開催しました。
　開会に先立ち、栗東市老ク連コーラス部によるさ
わやかな歌声の披露がありました。
  式典では、君が代の斉唱に続いて、滋賀県老人クラブ連合会の松田
輝男会長が、日頃の老人クラブ活動に対するお礼と今回表彰を受ける
受彰者にお祝いと謝意を述べました。
  続く表彰式では、はじめに滋賀県知事表彰において 4 名 5 クラブが

受彰、続いて滋賀県老人クラブ連合会会長
表彰において 16 名 12 クラブが受彰され
ました。（受彰者・団体は２ページに掲載）
　その後、来賓の滋賀県健康医療福祉部大
岡紳浩部長（知事代理）および地元栗東市
の竹村健市長の祝辞、受彰者代表栗東市の
西村千吾氏の謝辞、谷とよ子県老ク連女性
委員会副委員長の大会宣言案の朗読および
参加者の拍手による承認をもって式典が終了しました。
　休憩後、講演の前に、舞台上の県老ク連女性委員をモデルにいきい
きクラブ体操を行いました。この体操については、新型コロナ感染症
予防のために見合わせていましたが、今回数年ぶりに復活となりまし
た。
　講演は、「たっきゅうさんのユーモアセラピー」の演題で、講師の
大道芸人田久朋寛氏（たっきゅうさん）に、大道芸の披露と健康づく
りに関する講話をしていただきました。田久氏は、大道芸で数々の受

賞歴があり、また、健康づくりについては、
健康生きがいづくりアドバイザーや認知症介
助士等の資格も有しており、今回は、大道芸
とプロジェクターを使いながらの講話で大い
に会場を沸かせました。
  講演終了後、これも新型コロナの関係で長
らく見合わせていた歌謡曲「青い山脈」を参
加者全員で歌い、その後、東川嘉一副会長の
あいさつをもって閉会となりました。                           

第62回 滋賀県老人クラブ大会
（びわこ豊熟シニアクラブ大会）
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【
第
六
十
二
回

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
滋
賀
県
知
事
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　

松
田
千
江
子　
　
（
大
津
市
）

　

今
居　
　

功　
　
（
草
津
市
）

　

小
泉　

一
夫　
　
（
栗
東
市
）

　

西
村　

千
吾　
　
（
栗
東
市
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

不
動
浜
福
寿
会　
（
草
津
市
）

　

手
原
白
寿
会　
　
（
栗
東
市
）

　

万
葉
ク
ラ
ブ　
　
（
野
洲
市
）

③「
老
人
ク
ラ
ブ
淡
海
の
郷
づ
く
り

　

推
進
事
業
」優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
【
伝
承
部
門
】

　

金
屋
長
楽
老
人
ク
ラ
ブ

（
甲
良
町
）

▼
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

松
田　

輝
男　
　
（
大
津
市
）

　

吉
倉
軍
之
進　
　
（
大
津
市
）

　

水　

音
治
郎（
近
江
八
幡
市
）

　

野
田　

和
男　
　
（
草
津
市
）

　

西
村　
　

敏　
　
（
守
山
市
）

　

夏
川　

英
夫　
　
（
栗
東
市
）

　

雲
林
院
正
昭　
　
（
甲
賀
市
）

　

石
田　
　

達　
　
（
野
洲
市
）

　

岩
井　

初
男　
　
（
野
洲
市
）

　

東
森　

忠
男　
　
（
野
洲
市
）

　

有
吉　

正
一　
　
（
湖
南
市
）

　

箕
浦　

吉
弘（

米
原
市
・
近
江
）

　

三
添
長
一
郎　
　
（
日
野
町
）

　

大
野　
　

稔　
　
（
竜
王
町
）

　

北
河　
　

実
（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

久
保
川
幸
雄

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

沖
島
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
）

　

田
中
江
町
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
近
江
八
幡
市
）

　

馬
池
か
が
や
き
ク
ラ
ブ

　
（
草
津
市
）

　

林
長
寿
会　
　
　
（
栗
東
市
）

　

上
鈎
長
寿
会　
　
（
栗
東
市
）

　

比
江
憩
之
会　
　
（
野
洲
市
）

　

野
洲
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

　

深
山
口
老
人
ク
ラ
ブ

  

（
日
野
町
）

　

川
上
老
人
ク
ラ
ブ（
竜
王
町
）

　

東
出
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

　
　
　
　
　

 

（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　

沓
掛
サ
ン
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

在
士
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
（
甲
良
町
）

【
第
五
十
二
回

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

①
育
成
功
労

　

松
田
千
江
子　
　
（
大
津
市
）

　

岡
村　

敬
市　
　
（
大
津
市
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

河
西
ハ
イ
ム
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

（
守
山
市
）

③
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

米
原
市
近
江
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

④
永
年
勤
続

　

白
井　

京
子　
　
（
野
洲
市
） 

　

坪
内
千
鶴
子　
　
（
甲
良
町
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
健
や

か
な
毎
日
が
訪
れ
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

　

世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

昨
年
「
五
類
感
染
症
」
に
移
行

し
、
年
末
年
始
は
久
し
ぶ
り
に

親
し
い
人
た
ち
と
過
ご
さ
れ
た

方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
県
で
も
様
々
な
対

面
で
の
交
流
事
業
が
再
始
動
し

ま
し
た
。「
湖
」
を
縁
と
し
た

海
外
と
の
友
好
交
流
と
し
て

は
、
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ

ガ
ン
州
と
の
姉
妹
提
携
五
十
五

周
年
、
中
国
・
湖
南
省
と
の
友

好
提
携
四
十
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
、
交
流
団
が
往
来
し
友

好
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
新
た
に

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ブ
ル
ゲ
ン
ラ

ン
ト
州
と
、
文
化
・
環
境
保
護

な
ど
五
分
野
で
の
交
流
と
協
力

に
関
す
る
覚
書
を
交
わ
し
ま
し

た
。
緊
迫
化
す
る
世
界
情
勢
の

中
に
あ
っ
て
も
、
地
域
間
の
草

の
根
の
交
流
を
大
切
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
の
活
動
を
は
じ
め
、
地

域
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、

支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代

の
家
庭
を
支
え
る
取
組
に
も
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
大

変
心
強
く
感
じ
て
お
り
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
気
候
変
動
に
よ
る

異
常
気
象
の
多
発
、
生
物
多
様

性
の
損
失
、
生
成
A
I
な
ど
の

技
術
革
新
、
担
い
手
不
足
な
ど

に
伴
い
、
社
会
構
造
や
価
値
観

の
変
容
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中

で
、
滋
賀
県
で
は
、
誰
も
が
希

望
と
と
も
に
歩
む
未
来
を
展
望

し
、引
き
続
き
「
ひ
と
づ
く
り
」

「
安
全
・
安
心
の
社
会
基
盤
と

健
康
づ
く
り
」「
持
続
可
能
な

社
会
・
経
済
づ
く
り
」「
自
然

環
境
や
生
物
多
様
性
の
保
全
・

再
生
」
を
重
視
し
た
取
組
を
進

め
ま
す
。

　

ま
た
、
関
西
広
域
連
合
長
や

全
国
知
事
会
副
会
長
と
し
て
、

大
阪
・
関
西
万
博
や
「
わ
た

S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ
・
障

ス
ポ
2
0
2
5
」
開
催
に
向
け

た
機
運
醸
成
を
は
じ
め
、
広
域

的
に
活
動
す
る
中
で
得
た
知
見

や
機
会
を
活
用
し
、
滋
賀
の
存

在
感
や
発
信
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
辰
年
。
龍
神
は
水
を

司
る
神
と
さ
れ
ま
す
。
琵
琶
湖

を
お
預
か
り
す
る
滋
賀
県
知
事

と
し
て
、
私
た
ち
に
恵
み
を
、

そ
し
て
時
に
災
い
を
も
た
ら
す

「
水
」
に
改
め
て
思
い
を
寄
せ
、

「
水
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に

す
る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

本
年
も
県
民
の
皆
様
と
共

に
、
世
界
へ
、
未
来
へ
、
つ
な

が
り
ひ
ろ
が
る
「
健
康
し
が
」

の
実
現
に
向
け
て
、
精
一
杯
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
緒

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

　

令
和
五
年
十
一
月
八
日
、九
日
、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
、
第
五
十
二
回
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
が
秋
田
県
秋
田
市

「
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
老
人
福
祉
法
制
定

六
十
周
年
を
記
念
す
る
大
会
で
も

あ
り
、
全
国
か
ら
約
千
三
百
名
の

関
係
者
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
本

県
か
ら
は
、
秋
田
県
と
い
う
遠
方

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
彰
受
彰
者

を
含
め
て
十
七
名
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
趣
旨
と
し
て
は
、
少

子
高
齢
化
が
進
む
社
会
に
あ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

高
齢
者
同
士
の
支
え
合
い
や
健
康

づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
、
ま
た

社
会
参
加
等
の
経
験
を
土
台
に
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
活
動

の
推
進
を
図
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

存
在
意
義
を
高
め
、
ま
た
地
域
の

担
い
手
と
し
て
の
期
待
に
応
え
る

こ
と
を
通
じ
て
、
活
動
の
活
性
化

に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
一
日
目
は
式
典
と
し
て
、

開
催
地
秋
田
県
老
連
児
玉
会
長
の

歓
迎
の
こ
と
ば
、
全
老
連
会
長
の

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
全
老

連
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
育
成
功
労
表
彰
二

名
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
・
優
良
老

ク
連
表
彰
各
一
団
体
、
永
年
勤
続

表
彰
二
名
の
方
々
が
受
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
式
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
秋

田
県
老
連
小
野
崎
副
会
長
に
よ
る

大
会
宣
言
で
一
日
目
は
終
わ
り

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
秋
田
県
内
の
老

人
ク
ラ
ブ
十
団
体
に
よ
る
「
老

人
ク
ラ
ブ
文
化
祭
」
と
称
し
た

コ
ー
ラ
ス
や
舞
踊
、
演
劇
等
の

発
表
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

後
、
県
内
三
団
体
に
よ
る
高
齢

者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
事

例
発
表
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
程
の
最
後
は
、
次
回
開
催

地
の
神
奈
川
県
・
川
崎
市
両
老

連
か
ら
の
報
告
、
全
老
連
木
村

副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
こ
と
ば

で
二
日
間
の
大
会
は
終
わ
り
ま

し
た
。（

七
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

世
界
へ
未
来
へ
、つ
な
が
り

ひ
ろ
が
る「
健
康
し
が
」

～「
水
」へ
の
想
い
新
た
に
～

滋
賀
県
知
事　

三
日
月
大
造

受
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

第五十二回全国老人クラブ大会
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（令和4年発表の平均寿命）

全国

全国

滋賀県

滋賀県

81.49歳
82.73歳

87.60歳
88.26歳

男性

女性 男性 全国第 4位（73.46歳）
女性 全国第46位（74.44歳）

と、平均寿命に比べると低くなっています。

※「健康寿命」とは、国が5年ごとに行う「国民生活基礎調査」の
　質問項目『日常生活に支障のない期間』をもとにしています。

◯ 脳卒中や脳血管疾患での死亡が少ない。（男性全国1位・女性2位）
◯ ガンによる死亡が少ない。（男性全国2位・女性14位）
◯ 喫煙率が低い。（男性全国1位）
◯ 塩分摂取が少ない。（男性全国5位・女性7位）
◯ ボランティア活動への参加率。（全国1位）
◯ スポーツ活動（全国4位）・趣味の活動（全国6位）
◯ 1人当たりの年間医療費の少なさ（全国上位）など

発表される時期等により数値が変わる場合があります。

上記をはじめ、いろいろな要因が関係していると思われます。

　滋賀県が長寿県になった背景の例とし
て、「喫煙対策や減塩食の普及等健康に対
する意識が高い」「滋賀県民は元気でいろ
いろな活動に意欲的」などと説明される
ことがあります。それらがうまくかみ合
い、うまく循環して重大疾病の罹患率を
下げ、健康を増進して、結果的に生活の質
を高め、平均寿命を押し上げているとい
われます。
　老人クラブの活動は、スポーツや趣味
の活動、社会参加などを仲間で楽しく意
欲的に取り組むことで、体だけでなく心
の健康も高めること
につながっており、
そのことは、滋賀県
の平均寿命の高位維
持にも大いに寄与し
ていると考えます。

男 女

84.02
85.96
87.42
89.22
91.48
94.38
97.90
101.91

89.73
90.31
91.08
92.12
93.60
95.74
98.66
102.41

現在の年齢

85歳
90歳
95歳
100歳

65歳
70歳
75歳
80歳
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私
た
ち
の
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
は
四
年
前
に
守
山
市
老
ク
連

を
脱
会
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

再
加
入
し
、
名
称
も
「
ニ
コ
ニ

コ
会
」
と
し
て
老
ク
連
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。
会
員
は
大

半
が
八
十
代
で
、
女
性
二
十
四

名
、
男
性
一
名
と
い
っ
た
構
成

で
す
。

　

脱
会
し
た
後
も
地
域
で
は
活

動
を
続
け
て
き
て
お
り
、
同
じ

学
区
の
岡
町
寿
会
の
協
力
も
得

て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
等

に
は
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
し

か
し
、
老
ク
連

の
研
修
旅
行
や

ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
お
楽
し
み

ラ
イ
ブ
等
に
は

参
加
の
機
会
が

な
く
な
り
、
地

域
だ
け
の
活
動

に
は
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
も
再
加

入
の
大
き
な
理
由
で
す
。

　

以
前
、
入
会
し
て
い
た
時
に

は
老
ク
連
の
役
員
就
役
や
組
織

運
営
に
煩
わ
し
さ
や
負
担
を
感

じ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
再
加

入
に
当
た
っ
て
は
、
近
隣
の
支

援
を
得
て
、
ま
た
、
事
務
局
と

交
流
を
重
ね
、
話
し
合
い
な
が

ら
負
担
を
軽
く
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
老
ク
連
の
催
し
の
会

場
や
事
務
局
へ
の
交
通
手
段
に

つ
い
て
は
、
市
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
て
い

ま
す
。
組
織

と
し
て
の
活

動
は
一
年
生

で
す
が
、
会

員
の
皆
様
に

は
、
楽
し
ん

で
行
事
に
参

加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ

名
の
「
ニ
コ
ニ
コ
会
」
の
と
お

り
、笑
顔
で
、元
気
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
ぼ
ち
ぼ
ち
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
全
体
の
問
題
と

し
て
会
員
の
減
少
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
に
お
け
る
交
流
の
場

と
し
て
の
老
ク
連
へ
の
加
入
が

進
む
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。（
八
木　

久
子
・
事
務
局
）

　

私
た
ち
の
万
葉
ク
ラ
ブ
で

は
、
年
一
回
、
野
洲
市
の
大

型
バ
ス
を
借
り
て
研
修
旅
行

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

十
一
月
八
日
に
二
十
三
人
の
メ

ン
バ
ー
で
、
二
年
前
の
令
和
三

年
四
月
に
県
庁
前
に
移
転
し
運

用
を
始
め
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送

局
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

放
送
局
の
び
わ
ッ
ピ
ー
ひ
ろ

ば
で
は
、
ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
や

気
象
予
報
士
が
ど

の
よ
う
に
原
稿
を

読
み
、
天
気
予
報

の
画
面
を
操
作
す

る
の
か
な
ど
を
、

数
名
が
実
際
に
体

験
さ
せ
て
も
ら

い
、
一
方
、
他
の

人
は
そ
の
出
来
栄
え
を
二
百
十

イ
ン
チ
の
巨
大
画
面
で
見
な
が

ら
、
ほ
め
た
り
、
笑
っ
た
り
、

楽
し
く
、
か
つ
有
意
義
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

見
学
の
後
は
琵
琶
湖
ホ
テ
ル

で
昼
食
を
い
た
だ
き
、そ
の
後
、

小
春
日
和
の
び
わ
湖
大
津
館
を

訪
ね
、
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
中
の

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を

散
策
、
バ
ラ
と
琵
琶
湖
を
愛
で

な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。（

山
元　

二
郎
）

　

近
江
八
幡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
令
和
四
年
三
月
に
創

立
六
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
目
の
年
を
契
機
に
、
再

生
、
活
性
化
の
取
組
を
強
化
す

べ
く
、
事
業
、
運
営
体
制
等
の

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
情
勢
、
価
値
観
、
年
齢

構
成
等
は
老
ク
連
創
設
当
時
と

は
隔
世
の
感
を
覚
え
る
ほ
ど
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
老
ク
連

の
活
動
も
抜
本

的
な
見
直
し
が

必
要
と
の
観
点

か
ら
、
一
昨
年

「
あ
り
方
検
討

委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
有
識

者
各
位
か
ら
、

現
下
の
状
況
変

化
に
見
合
っ
た

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
組

織
運
営
や
活
動
を
抜
本
的
に
見

直
し
、「
楽
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
た
運
営
、
行
事
を
重
点
化

し
、
気
楽
に
意
見
、
提
言
で
き

る
会
議
運
営
、
旅
行
、
ス
ポ
ー

ツ
、
演
芸
等
、

楽
し
い
催
し
を

増
や
し
、
健
康

維
持
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る

外
出
に
つ
い
て

喚
起
し
ま
し
た
。
中

で
も
県
老
ク
連
の

支
援
事
業
の
ひ
と

つ
「
出
前
講
座
」
を

積
極
的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
女
性
会
員
の
活
動
の
活
性

化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
い
ず
れ

も
、
楽
し
さ
と

創
造
性
を
兼
ね

備
え
た
活
動
で

あ
り
、
今
後
、

単
位
ク
ラ
ブ
へ

の
普
及
、
展
開

を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
団
体
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し

て
、
広
報
、
情
報
発
信

機
能
の
強
化
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
従
前
の
年

二
回
の
広
報
紙
発
行
に

加
え
、
活
動

状
況
や
役
立

つ
情
報
の
タ

イ
ム
リ
ー
な

提
供
を
目
的

に
、
昨
年
九
月
よ

り
「
ひ
だ
ま
り
通

信
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
能
も
求
め
ら
れ

て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
に

加
え
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー

プ
運
営
に
よ

り
、
会
員
相

互
の
情
報
交

換
や
事
務
局

か
ら
の
速
や

か
な
情
報
提

供
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　

当
連
合
会
は
、
今
ま
で
内
向

き
の
運
営
が
続
き
、
他

の
老
ク
連
が
実
施
さ

れ
て
い
る
取
組
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
も

多
い
た
め
、
昨
秋
よ

り
、
運
動
で
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
文
化
・
教
養

で
は
ひ
だ
ま
り
ク
ラ

ブ
講
座
（
シ
ル
バ
ー
大

学
）
を
加
え
る
な
ど
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
さ
ら
に
外
向
き
の

活
動
を
強
化
し
、「
担
お
う
地

域
づ
く
り
を
」
に
呼
応
し
た
地

域
活
動
の
取
組
を
強
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
広
範
か
つ
難

易
度
の
高
い
テ
ー

マ
で
す
が
、
県
老

ク
連
、
行
政
、
関

連
部
門
と
の
連
携

を
強
め
、
主
体
性

を
も
っ
て
な
す
べ

き
こ
と
を
明
確
に

し
つ
つ
、
提
言
し

推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま

す
。（

川
村　

常
男
）

地
域
の活動

だ
よ
り

近
江
八
幡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

節
目
の
年
を
契
機
に

活
性
化
の

取
組
を
加
速

万
葉
ク
ラ
ブ

研
修
旅
行

～
有
意
義
な
体
験
～

吉
身
中
町
ニ
コ
ニ
コ
会

再
ス
タ
ー
ト
の
歩
み

「令和６年能登半島地震災害」に対する
救援拠金の実施について

　１月１日に発生した石川県能登地方を震源と
した地震は、石川県、富山県、福井県、新潟県な
ど広範囲にわたり甚大な被害を及ぼしました。
　被災地への支援については、各機関、団体等
において募金や必要な物資支援などに取り組ま
れているところですが、全国老人クラブ連合会に
おいても、全国の老人クラブに救援拠金を呼び
かけることになりました。
　拠金については、市町老ク連を窓口に、県老
ク連が取りまとめて全老連に送金する形になりま
すので、ご協力よろしくお願いいたします。
　ご不明な点がありましたら、市町老ク連または
県老ク連までおたずねください。
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私
た
ち
の
野
洲
市
祇
王
学
区

は
、
徳
川
時
代
の
永
原
御
殿
跡

地
や
平
安
時
代
に
遡
る
祇
王
・

祇
女
の
祇
王
寺
と
人
物
像
に
歴

史
が
し
の
ば
れ
る
地
域
で
す
。

ま
た
、
交
通
の
要
所
で
、
大
変

住
み
や
す
く
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
も
し
や
す
い
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
野
洲
市
老
ク
連

が
掲
げ
る
「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」
の
活
動
を
基
本
に
、

①
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
地

域
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
期
の
健
康
維
持
・
増
進

に
向
け
て
、「
介
護
予
防
・
健

康
づ
く
り
」
の
サ
ー
ク
ル
活
動

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

③
未
加
入
組
織
や
未
加
入
者
を

迎
え
る
体
制
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

の
三
つ
を
大
き
な
目
標
と
し
て

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
各
単
位

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
、
自
治
会

組
織
と
連
携
し
た
活
動
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
中
で
は
、
特
に
数
年

来
行
っ
て
き
た
介
護
予
防
の
健

康
い
き
い
き
体
操
の
装
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
今
な
ら
ま
だ

間
に
合
う
筋
肉
づ
く
り
と
生
活

環
境
を
整
え
、
座
椅
子
や
マ
ッ

ト
を
使
い
、
体
の
動
き
を
音
楽

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
の
体
操
で

す
。「
コ
ミ
セ
ン
ぎ
お
う
」
の

大
ホ
ー
ル
で
月
二
回
、
年
間

二
十
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
セ
ン
と
の
関
係
で
は
、

夏
ま
つ
り
の
開
催
時
に
、
子
ど

も
広
場
に
遊
び
の
店
を
出
店
、

多
く
の
来
店
者
で
大
い
に
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
の
収

穫
祭
に
お
い
て
芸
能
部
門
で
い

き
い
き
体
操
を
発
表
し
た
と
こ

ろ
、
見
学
の
皆
様
に
大
反
響
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
の
事
業
と
し
て
、

県
老
ク
連
の
応
援
で
、
環
境
美

化
活
動
「
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
参
加
自
治
会
と
連
携
し

て
取
り
組
み
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
た
葉
ボ
タ
ン
を
各
自
治
会

館
等
に
設
置
し
て
育
て
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
予
定
と
し
て

は
、祇
王
幼
稚
園
に
出
向
い
て
、

餅
つ
き
大
会
や
正
月
遊
び
、
昔

遊
び
な
ど
で
園
児
と
交
流
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
区
の
皆
様

に
寄
り
添
う
老
人
ク
ラ
ブ
を
め

ざ
し
て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。（

坂
口　

俊
行
）

　

六
月
二
十
九
、三
十
日
の
両

日
、
四
年
ぶ
り
と
な
っ
た
日
野

町
老
ク
連
主
催
の
親
睦
旅
行

「
三
河
国
定
公
園
・
三
谷
温
泉

一
泊
の
旅
」
に
、
必
佐
、
鎌
掛
、

南
比
都
佐
地
区
の
会
員
五
十
名

と
個
人
会
員
五
名
が
二
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
バ
ス
で
は
、
お
や
つ
と
飲

み
物
、
そ
れ
に
酒
類
も
振
舞
わ

れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
旅

行
に
戻
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
ま
ず
、
岡
崎
公

園
内
に
あ
る
「
ど
う
す
る
家
康 

岡
﨑 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
と
家

康
が
生
ま
れ
た
「
岡
崎
城
」
を

見
学
し
、
家
康
の
知
識
を
少
し

頭
に
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

料
理
す
べ
て
が
竹
の
器
に
盛
ら

れ
た
竹
膳
料
理
で
有
名
な
岡
崎

市
内
の
真
福
寺
で
、
刺
身
、
田

楽
等
の
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
食
事
の
後
は
、
八
丁
味
噌

の
工
場
を
見
学
し
、
え
び
せ
ん

共
和
国
で
買
い
物
を
し
て
か
ら

宿
泊
す
る
三
谷
温
泉
の
ホ
テ
ル

に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
団

体
客
は
私
た
ち
だ
け
で
閑
散
と

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は

完
全
に
戻
っ
て
い
な
い
観
光
業

の
大
変
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
分
、
夜
の
宴
会
は
大
ホ
ー
ル

貸
切
り
の
状
態
で
、
四
年
分
？

の
お
酒
も
飲
ん
で
、
カ
ラ
オ
ケ

に
ダ
ン
ス
、
お
し
ゃ
べ
り
も
弾

ん
で
大
盛
況
の
親
睦
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
早
朝
よ

り
海
の
見
え
る
露
天

風
呂
で
癒
さ
れ
て
気

持
ち
良
く
ス
タ
ー
ト

で
す
。
ま
ず
は
海
鮮

市
場
で
お
買
い
物
、

次
に
訪
れ
た
の
は
、

境
内
に
二
千
個
余
り

の
江
戸
風
鈴
が
吊
る

さ
れ
た
秋
葉
総
本
殿

「
可
睡
斎
」
の
風
鈴

祭
り
や
「
う
な
ぎ
パ

イ
」
の
製
造
工
場
を

見
学
し
、や
は
り『
お

土
産
買
い
の
滋
賀
県

人
』
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
先
々
で

白
い
袋
を
ぶ
ら
下
げ
、
た
く
さ

ん
の
お
土
産
を
買
っ
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。
帰
り
の
車
中
で

は
、
全
員
に
賞
品
が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、

「
次
も
絶
対
参
加
し
よ
う
な
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

大
盛
況
と
な
っ
た
二
日
間
の

親
睦
旅
行
は
、「
や
は
り
老
人

会
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」

と
の
思
い
を
強
く
し
た
旅
に
な

り
ま
し
た
。　
（
藤
﨑　

淸
三
）

今年の
は

手洗い うがい マスク 食事 環境 睡眠

指や爪の間、
手首までしっかりと

喉の奥まで
（3回以上）

ぴったりと顔に合わせて、
捨てるときはひもをもつ 一日三食を規則正しく

室温は20度前後、
湿度は50～60％

十分な睡眠で疲れは
その日のうちにとる

ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ

日
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

四
年
ぶ
り
の

親
睦
旅
行
に

笑
顔
、
笑
顔
…

野
洲
市
祇
王
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

い
つ
ま
で
も
健
康
と

生
き
が
い
の
あ
る

老
人
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
て
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令和 6年（2024 年）1月発行（ 7 ）第 30 号 いきいき近江

　

今
年
の
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
は

新
幹
線
で
六
時
間
も
か
か
る
秋
田
県

で
の
開
催
で
す
が
、
め
っ
た
に
訪
れ

る
と
こ
ろ
で
も
な
い
の
で
、
少
し
で

も
「
あ
き
た
」
ら
し
い
も
の
に
触
れ

た
い
と
の
思
い
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

探
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
に
は
、
大
曲
の
花
火
大
会

や
秋
田
竿
燈
ま
つ
り
な
ど
有
名
な
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期

の
催
し
で
も
な
い
の
で
、
宿
泊
地
の

男お

鹿が

地
域
に
伝
わ
り
、
年
間
を
通
し

て
展
示
や
実
演
が
あ
る　
　
　
　

に

出
会
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
表
情
の
ナ
マ
ハ
ゲ
が
数
十
体
も

展
示
さ
れ
て
い
る
な
ま
は
げ
館
と
併

設
さ
れ
て
い
る
古
民
家
を
利
用
し
た

真
山
伝
承
館
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
の
迫
真
の
実
演
に
、
思
わ
ず
悲

鳴
や
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
一
見

に
値
し
ま
す
の
で
、
秋
田
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ナ
マ
ハ
ゲ
に
出

会
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

大
会
開
会
前
の
昼
食
は
会
場
に
近

い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
た
貸
し
切
り

状
態
で
至
福
の
ひ
と
時
で
し
た
。
粋

な
料
理
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
食
事

中
、「
あ
き
た
舞
妓
」
の
華
麗
な
舞

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
き
た
舞
妓
は
、
華
や
か
に
栄
え

た
時
代
を
経
て
戦
後
衰
退
し
ま
し
た

が
、
秋
田
の
良
さ
や
「
秋
田
美
人
」

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
の
熱

意
で
復
活
さ
せ
「
会
え
る
秋
田
美

人
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
観
光

の
目
玉
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

大
会
前
の
体
験
に
し
て
は
中
身
が

濃
い
も
の
で
し
た
が
、
大
会
に
参
加

さ
れ
た
み
な
さ
ん
、「
秋
田
ま
で
来

て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も
ら
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

因
み
に
、
そ
の
日
の
夕
食
は
、
秋

田
の
郷
土
料
理
づ
く
し
で
し
た
。

（
県
老
ク
連
事
務
局
）

　

県
老
ク
連
は
、
交
流
を
兼
ね
た
研

修
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
か

ら
日
帰
り
の
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
丹
波
地
方
で
の
黒
豆

収
穫
体
験
と
箸
で
食
べ
る
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
ラ
ン
チ
で
し
た
が
、
参
加
い

た
だ
い
た
方
に
は
大
変
喜
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

好
評
に
応
え
て
今
年
度
は
、
十
月

十
六
日
、
三
重
県
内
の
蒲
鉾
の
老

舗
「
若
松
屋
」
で
の
蒲
鉾
づ
く
り
体

験
と
、
古
民
家
風
で
茅
葺
の
食
事

処
「
鄙ひ
な
か
や茅
」
で
の
和
食
を
メ
イ
ン

に
、
大
規
模
商
業
施
設
「
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｎ
」（
多
気
町
）
の
見
学
と
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
初
め

て
の
体
験
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
食
事

と
で
今
回
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
食
事
処
等
の
関
係
で
三
十
人

限
定
と
な
り
ま
し
た
が
、車
中
で
も
、

ク
イ
ズ
や
俳
句
づ
く
り
な
ど
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
ま
た
、
気
軽
に
声

を
か
け
合
っ
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ぜ
ひ
、次
回
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
県
老
ク
連
事
務
局
）

なまはげの実演

あきた舞妓

鄙茅

VISION「鄙茅」で食事

「若松屋」で
かまぼこづくり体験
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甲
良
町
金
屋
地
域
に
は
、
八

月
の
第
一
土
曜
日
に
催
さ
れ
る

「
千
草
盆
」
に
お
い
て
五
穀
豊

穣
と
男
児
の
成
長
を
願
い
、
一

年
の
間
に
男
児
が
生
ま
れ
た
家

（
当
家
）
が
「
ヤ
ッ
サ
」
と
呼

ば
れ
る
飾
り
も
の
を
金
山
神
社

に
奉
納
す
る
行
事
が
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ヤ
ッ
サ
」
と
は
、
麦
わ
ら

を
ひ
と
抱
え
く
ら
い
の
筒
状

（
高
さ
、
胴
回
り
と
も
百
四
十

セ
ン
チ
前
後
）
に
し
た
も
の
を

千
草
（
チ
ガ
ヤ
＝
ス
ス
キ
に
似

た
イ
ネ
科
の
植
物
）
で
巻

き
、
そ
れ
を
、
百
日
草
、

紫
陽
花
、
ヒ
マ
ワ
リ
、
虎

の
尾
（
ヒ
モ
ゲ
イ
ト
ウ
）

な
ど
の
生
の
花
や
し
め

縄
、
舟
形
な
ど
で
飾
り
、

正
面
に
は
野
菜
で
作
っ
た

人
形
な
ど
の
「
つ
く
り
も

ん
」
を
飾
り
付
け
た
も
の

で
す
。
こ
の
「
ヤ
ッ
サ
」
作
り

に
は
、
労
力
と
一
年
前
か
ら
準

備
が
要
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

伝
統
行
事
と
し
て
、
現
在
ま

で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
「
ヤ
ッ
サ
」
で
す
が
、
昨
今

の
少
子
化
傾
向
で
奉
納
さ
れ
る

数
も
減
り
、
ま
た
必
要
な
千
草

の
確
保
に
苦
労
す
る
な
ど
以
前

と
は
少
し
状
況
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
過
去
に
は
青

年
団
と
い
っ
た
若
者
の
集
ま
り

も
こ
の
「
ヤ
ッ
サ
」
奉
納
に
関

し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た

が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

現
在
で
は
、
金
屋
村
づ
く
り
委

員
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考

に
、地
域
の
役
員
や
各
種
団
体
、

有
志
が「
ヤ
ッ
サ
」作
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
老
人
ク
ラ

ブ
は
活
動
の
一
環
と
し
て
、
経

験
豊
富
な
ク

ラ
ブ
員
が
中

心
と
な
っ
て

こ
の
伝
統
行

事
を
支
え
て

お
り
、
今
年

度
、「
老
人

ク
ラ
ブ
淡
海

の
郷
づ
く
り

推
進
事
業
」

伝
承
部
門
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

と
し
て
滋
賀
県
知
事
表
彰
を

受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
こ
の
よ
う
な

伝
統
行
事
の
伝
承
が
難
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

後
世
に
伝
え
て
い
か
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
県
老
ク
連
）

金
屋
長
楽
老
人
ク
ラ
ブ

伝
統
行
事「
ヤ
ッ
サ
」

を
伝
え
る

何日か生き延びる準備はしておきましょう何日か生き延びる準備はしておきましょう何日か生き延びる準備はしておきましょう何日か生き延びる準備はしておきましょう
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待
ち
に
待
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
日
帰
り
旅
行
。
バ
ス

三
台
で
百
一
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
出
発
時
は
曇
り
空
で
し

た
が
、
幸
い
に
も
雨
は
降
っ
て

い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
元
気
に
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

　

名
神
・
東
名
高
速
を
経
て

岡
崎
イ
ン

タ
ー
か
ら
岡

崎
城
、「
ど

う
す
る
家

康 

岡
﨑 

大

河
ド
ラ
マ

館
」
に
向
か

い
ま
す
。
目

的
地
に
着
き

バ
ス
ご
と
に

最
高
の
笑
顔

を
パ
チ
リ
。

そ
の
後
人
気

番
組
の
関
連

資
料
を
集
め

た
「
ど
う
す

る
家
康 

岡

﨑 

大
河
ド

ラ
マ
館
」
を

見
学
し
ま
し

た
。
家
康
に

ま
つ
わ
る
い

ろ
い
ろ
な
も

の
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、

家
康
が
天
下

を
取
る
ま
で
の
合
戦
の
様
子
が

上
映
、図
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
家
康
公
が
生
ま
れ
た

城
と
し
て
有
名
な
岡
崎
城
を
訪

れ
、
見
学
し
た
後
は
、
一
路
昼

食
場
所
の
西
浦
温
泉
「
ホ
テ
ル

た
つ
き
」
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
百
余
人
の
大
宴
会

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
三
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と
ん

ど
目
に
し
な
か
っ
た
光
景
で

す
。
林
地
区
の
楠
本
住
職
の
乾

杯
の
発
声
で
賑
や
か
に
宴
会
ス

タ
ー
ト
で
す
。
テ
ー
ブ
ル
い
っ

ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
た
ご
ち
そ
う

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
お
話
、

お
酒
、
カ
ラ
オ
ケ
に
と
最
高
に

盛
り
上
が
り
、
ア
ッ
と
い
う
間

に
二
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
宴

会
の
途
中
で
温
泉
に
浸
か
ら
れ

た
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

昼
食
後
、
形
原
港
「
味
の
ヤ

マ
ス
イ
」
で
買
い
物

を
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
が
、
バ
ス
車

中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
日
帰
り

の
旅
行
で
し
た
が
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
役
員

一
同
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（

古
株　

克
彦
）

会
員
か
ら
の
原
稿
募
集
要
領

◆
該
当
す
る
「
テ
ー
マ
」
を
明
記
し
、
四
〇
〇
字
程
度
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

 

①
健
康
づ
く
り　

②
友
愛
活
動　

③
奉
仕
活
動

　

④
伝
承
活
動　

⑤
世
代
間
交
流
活
動

　

⑥
組
織
の
活
性
化　

⑦
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

　

⑧
そ
の
他
の
テ
ー
マ
（
雑
感
含
む
）

◆ 

各
号
お
一
人
様
ま
た
は
一
団
体
一
作
品
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
原
稿
締
切
…
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
原
稿
等
送
付
先　

　

〒
5
2
5
ｌ
0
0
7
2　

�　
　

草
津
市
笠
山
七
丁
目
８
番
1
3
8
号

　
　

県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　県老ク連では、健康づくり支援事業として、各市町
老ク連、支部、ブロック・学区老ク連および単位クラブが行う健康づく
りの行事等に、出前講座として健康づくり推進員を派遣しています。
　内容は、
①ニュースポーツ　②健康体操　③体力測定　④料理教室　⑤マジック
などで、皆様の健康づくりを応援しています。
　今年度は、64回（11月末現在）の出前講座を実施
し好評を得ています。
　出前講座への健康づくり推進員の派遣費用（謝礼、
交通費、資料代等）は全て県老ク連が負担します。

お申込みは　市町老ク連を通じて、県老ク連まで

竜
王
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

だより

健康づくり推進員

「
ど
う
す
る
家
康 

岡
﨑 

大
河
ド
ラ
マ
館
」～
三
河
湾

国
定
公
園・西
浦
温
泉
の
旅
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▼
俳 

句大
津
市
　
　
　
　
青
山
　
知
子

初
詣
一
度
し
た
き
り
古
希
に
な
り

大
津
市
　
　
　
　
安
藤
　
進
之

初
詣
遥
か
彼
方
に
近
江
富
士

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
　
平

生
き
甲
斐
だ
見
つ
け
励
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
絹
枝

木
犀
の
香
り
に
つ
ら
れ
散
歩
道

▼
川 

柳近
江
八
幡
市
　
　
大
川
　
　
勇

着
い
て
行
く
蟻
の
行
列
先
見
え
ず

甲
賀
市
　
　
　
　
中
島
　
稔
子

雪
道
も
医
者
通
い
を
予
約
な
ら

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
　
平

認
知
症
昨
日
の
講
演
皆
忘
れ

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
絹
枝

遠
ざ
か
る
夢
に
一
言
感
謝
す
る

愛
荘
町
　
　
　
　
上
林
　
恒
子

陽
が
昇
る
天
地
の
偉
大
さ
仏
と
共
に

甲
良
町
　
　
　
　
田
中
華
代
子

独
演
会
し
わ
と
涙
で
笑
い
た
い

▼
短 

歌近
江
八
幡
市
　
　
　
大
川
　
　
勇

広
告
の
裏
の
白
き
を
メ
モ
帳
に

　

連
作
嫌
う
畠
の
管
理

甲
賀
市
　
　
　
　
　
雲
　
ま
さ
子

風
に
乗
り
乙
女
の
髪
の
花
び
ら
は

　

口
紅
よ
り
も
淡
き
桃
色

甲
賀
市
　
　
　
　
　
中
島
　
稔
子

詠
唱
を
心
の
糧
と
受
験
す

　

コ
ロ
ナ
怖
わ
し
も
生
き
た
証
し
に

愛
荘
町
　
　
　
　
　
上
林
　
恒
子

寒
さ
耐
え
水
仙
一
輪
凛
と
咲
き

　

春
待
つ
姿
の
清
ら
か
さ

◆俳句、短歌、川柳、情歌の部門を募集します。（冠句はありません）
◆ 応募は、「ハガキ」に１人あたり１部門１作品（厳守）とし、どの部

門の応募かを明記してください（１枚のハガキに書く部門の作品各１
点を記入することはできますが、同一部門の作品が２点以上ある場合
は無効となりますのでご注意願います）

◆読みにくい文字やあて字には、必ずふり仮名をつけてください
◆ 応募作品には、郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所

属する市町老ク連名を明記してください
◆ 応募作品は、掲載・不掲載に関わらず返却いたしませんのでご了承く

ださい
※�締め切り、送付先は９頁の「会員からの原稿募集要領」をご覧ください

文芸作品募集

善玉菌を増やす食べ物

資料を参考に県老ク連が作成

体を温めてくれる食べ物 タンパク質＋ビタミンＢ6

＋
ＶＢ6

腸管免疫を強化 平熱を36度台にキープ 筋肉量を増やす ストレス耐性を
高める

抗ストレスビタミン

VA

VE

VC

　全身の免疫細胞の６～７割は腸にあり、
私たちの健康を守ってくれています。
　免疫細胞を活性化させるのは「善玉菌」
で腸内には 1000 種類、100 兆個の善
玉菌（乳酸菌やビフィズス菌等）が、お花
畑「腸内フローラ」のような状態で活躍し
ています。

　体温が１度下がると免疫力は約
30% 低下すると言われています。平熱
が 35.5 度～ 36 度未満になると低体
温の始まりで、免疫力が下がるだけでな
く、アレルギー症状も出やすくなります。
　常に体温を 36 度台に保って体を冷
やさない食事を摂るようにしましょう。

　免疫力を低下させる大敵
のひとつがストレスです。
ストレスに負けない体をつ
くる助けになるのが抗スト
レスビタミンと言われるビ
タミン A・C・E（エース）
です。

　基礎代謝量が低い人は体温も低
く免疫も低下気味です。基礎代謝
量を上げるためには筋肉量を増や
すことが重要です。
　運動も大切ですが、その前にま
ず、筋肉の材料になるタンパク質
を食事で十分とることが必要です。

資料

＋

日和見菌

善玉菌

悪玉菌

大津市　　青山　知子
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県
老
ク
連
が
、
つ
な
が
り
を
大
切

に
、
同
世
代
の
仲
間
が
集
い
、
創
造

力
を
発
揮
し
て
楽
し
み
、
共
感
し
、

心
身
の
健
康
を
高
め
合
う
取
組
「
お

花
あ
そ
び
教
室
」

を
始
め
て
三
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

令
和
五
年
度

は
、
は
ぎ
れ
や

古
布
を
用
い
た

「
古
布
花
」
な

ど
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
も
加
え

て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
受

講
者
は
、
十
二

月
末
時
点
で
す

で
に
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
（
約

七
百
人
）
状
況
と
な
り
、職
員
一
同
、

忙
し
さ
を
よ
そ
に
、
う
れ
し
い
悲
鳴

を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
度
は
、
ま
た
新
た
な
企
画

で
お
楽
し
み
い
た
だ
く
予
定
で
す

が
、
こ
の
取
組
が
、
県
老
ク
連
と
市

町
老
ク
連
や
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
つ
な

が
り
が
深
ま
り
、
仲
間
の
輪
が
広
が

り
、「
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て

よ
か
っ
た
」「
ぜ
ひ
入
り
た
い
」
と

感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
、
会
員
減
少
に
悩
む
県
、
市
町
老

ク
連
に
と
っ
て
、
元
気
、
活
力
の
も

と
に
な
る
も
の
と
期
待
い
た
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

　新年おめでとうございます。
　新型コロナ感染症は、分類が変わったことも
あって少し遠退いた感もありますが、これから
の時期、感染症のひとつであるインフルエンザ
等にはコロナ同様十分ご注意いただきたいと思
います。
　老人クラブや市町老ク連は、ポストコロナの
活動が本格化し、特に旅行や食事会、大勢が参
加する講演会や大会など元気で楽しい催しの便
りが数多く届いています。県老ク連としては、
健康づくり、仲間づくり、地域社会への貢献な
どの活動がますます盛り上がるように、いろい
ろな取組を通じて応援したいと思っています。
　この「いきいき近江」が、見聞を広め、相互
のつながりを深める情報源として活用いただけ
るよう努力してまいりますので、活動情報の提
供など、ご協力よろしくお願いいたします。

　（広報委員会）

─ 編 集 後 記 ─

女性委員会で試作

近江八幡会場

竜王会場

令和６年２月26日㈪

県立長寿社会福祉センター
13時～

高齢者相互支援活動研修会

フレームアレンジメント 古布花 しめ縄リース




